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                  累計３万人以上の方が挑戦

                  ビジネスコンプライアンス検定

                  
                    ビジネスコンプライアンス検定は
受け身の「法令遵守」にとどまらない
「社会的要請に応えること」としての
コンプライアンスへの深い理解と
活用能力を証明します。
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第38回

2024年2月4日(日) 
[受付終了]







第39回

2024年7月28日(日) 
受付
開始前





                  

                  試験日程・受験方法

                

              

            

          

        

      

      
      
        
          
            お知らせ

            
				              	2023/10/20
	「2023年度冬期コンプライアンスオープンセミナー」開催のお知らせ


		              	2023/05/08
	「2023年度夏期コンプライアンスオープンセミナー」開催のお知らせ


		              	2022/12/06
	「2022年度冬期コンプライアンスオープンセミナー」開催のお知らせ


		              	2022/10/01
	【検定試験対策講座（無料）】検定試験を活用したコンプライアンススキルの育成 講座　開催のおしらせ


		              	2022/06/15
	「2022年度夏期コンプライアンスオープンセミナー」開催のお知らせ


		            

            お知らせ一覧へ

          

        

      
      

      
      
        
          
            (法令＋倫理) × 責任 × 行動

            ビジネスコンプライアンス検定とは

            コンプライアンスの知識・活用能力は、法務・コンプライアンス担当者だけでなく全てのビジネスパーソンに求められる知識です。

              ビジネスコンプライアンス検定は、受け身の「法令遵守」にとどまらない「社会的要請に応えること」としての

              コンプライアンスへの深い理解と活用能力を証明します。
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            ビジネスコンプライアンス検定とは

          

        

      
      

      
      
        
          
            受験者の声
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定量的にコンプライアンスの理解度を測ることが大事

田辺三菱製薬株式会社

QV(Quality & Vigilance)本部　プロモーション監査部　部長　田中　聡　様





詳しく見る
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「社会的要請に適応する」コンプライアンスの理解

株式会社サトー

営業本部　千葉支店　千葉サポートセンター　センター長　生方 健一　様





詳しく見る




            

            受験者の声をもっと見る

          

        

      
      

      
      
        
          
            試験内容・学習について

            健全な企業（組織）活動を推進するために必要となるコンプライアンス経営（法令・ルール・倫理等）およびビジネスパーソンとしてのコンプライアンス行動（法令・ルール・倫理等）について、その理念と目的の理解度、価値判断基準、および個々のビジネスシーンにおける対応能力を認定します。

            
              
                
                  初級

                  ビジネスパーソンとして日常業務を遂行する際に必要となる基礎的な法律知識と価値判断基準

                

              

              
                
                  上級

                  コンプライアンス経営の推進者および主体者として日々の業務課題の解決に取り組む、実践的な価値判断基準

                

              

              
                
                  BASIC 
【団体受験のみ】

                  健全な社会生活を送る上で必要となる法令や社会規範など、コンプライアンスに関する基礎的な知識

                

              

            

            試験内容・学習について詳しくはこちら

          

        

      
      

      
      
        
          ビジネスコンプライアンス検定
サンプル問題にチャレンジ！

          
            Q初級
レベル


            
              上場企業Ａ社のコンプライアンス・オフィサーＸ宛に、「公共営業部の社員Ｂが『公共工事の受注で談合をせざるを得ない。早く他の部署に異動したい』と言っていた」との匿名の文書が届いた。
この場合のＸが最初にとるべき対応に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

            

          

          
            
              ア

              公共営業部に対して、緊急の内部監査を行う。

            

            
              イ

              公共営業部長に匿名文書を見せ、事実関係について聴取する。

            

            
              ウ

              匿名文書を公正取引委員会に送付する。

            

            
              エ

              社員Bから聴取する。

            

          

          答えを見る

          
            答え

            
              【ウ】匿名文書を公正取引委員会に送付する。

              
                コンプライアンス・オフィサーとして「最初にとるべき対応」は、社内の実情やコンプライアンス・プログラムの内容等に応じて様々であり、
                選択肢ア、イ、エはいずれも、「最初にとるべき対応」として考え得るものである。
                しかし、選択肢ウのように、情報の真実性について何の調査もせず、社内的にも何の了解もとらないで社内の違法行為に関する情報をいきなり当局に提供するというのは、
                少なくとも企業に所属するコンプライアンス・オフィサーとしてとるべき対応ではない。
              

            

          

          
            サンプル問題をもっと見る

          

        

      
      

      
      
        
          
            試験日程・受験方法

            
              公開試験日程

              
                
					  
第38回

2024年2月4日(日) 
[受付終了]







第39回

2024年7月28日(日) 
受付
開始前





                

              

            

          

          試験日程・検定料について詳しくはこちら

        

      
      

      
      
        
          
          
            資格受付ONLINEとは

            
              
                [image: 資格受付ONLINEとは]
              

              
                資格受付ONLINEは、試験の受験手続を行う総合サイトです。登録したアカウントは、資格受付ONLINE内で扱うすべての試験に共通でご利用いただけます。

                	受験申込・受験履歴・受験結果確認がすべてここで可能に
	デジタル問題集の購入・利用も可能


              

            

            資格受付ONLINEへの登録はこちら

          
        

      
      
      
        
          受験方法

          
            
              [image: ]
            

            
              「リモートWebテスト」による
在宅受験形式です。

              リモートWebテストについて
詳しくはこちら
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                  検定の概要をまとめた
電子パンフレットを
ご用意しています。

                  資料のご請求
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                  BASIC・初級・上級の
サンプル問題で
レベルをチェック！

                  サンプル問題を見てみる

                

              

            

          

          
            企業・各種法人等の団体単位で検定をご実施いただける
「団体受験制度」をご用意しています。

            【団体受験】教育機関・
企業の方はこちら

          

        

      

      
    

    
    
      	資料請求
	サンプル問題
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            この試験もおすすめ

            	ビジネス著作権検定
	知財部・法務部だけでなく多くのビジネスパーソンにとって必須となっている著作権の知識を身に着け、スキル証明できる試験です。上級は国家試験「知的財産管理技能検定」の受験資格として認定されています。


            	AI検定
	AIを安全かつ有効に活用するためには、まずAIについて知ることが重要です。AI検定では、AIについての基礎知識を体系的に、バランスよく習得していることを認定します。
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	認定委員会


            

            
              試験案内

            

            
              試験を選ぶ

            

            
              資格試験以外のサービス

              	オンライン試験システム


            

          

          
            
              個人の方

              	公開試験と随時試験
	障がい等のある方への対応
	受験者の声
	随時試験会場検索
	リモートWebテスト概要


            

            
              教育機関・企業の方

              	資格試験のご案内
	受験会場の認定
	団体受験の流れ
	団体受験申請
	障がい等のある方への対応
	資格活用事例紹介
	リモートWebテスト概要


            

            
              サイトマップ

            

            
              個人情報保護方針

            

            
              特定商取引法に基づく表示

            

            
              サイトご利用推奨環境

            

            
              よくある質問・お問い合わせ

            

          

          
            
              情報処理能力認定委員会

              	情報処理技術者能力認定試験
	C言語プログラミング能力認定試験
	Java™ プログラミング能力認定試験
	ジュニア・プログラミング検定
	実践Java™技術者試験
	実践プログラミング技術者試験
	AI検定
	教科情報検定


            

            
              ソフトウェア活用能力認定委員会

              	Excel®表計算処理技能認定試験
	Excel®ビジネススキル検定
	Word 文書処理技能認定試験
	Access®ビジネスデータベース技能認定試験
	PowerPoint®プレゼンテーション技能認定試験
	Illustrator®クリエイター能力認定試験
	Photoshop®クリエイター能力認定試験


            

            
              Web利用・技術認定委員会

              	ネットマーケティング検定
	Webクリエイター能力認定試験
	SNSマーケティング検定


            

          

          
            
              ホテル実務能力認定委員会

              	ホテル実務技能認定試験


            

            
              コミュニケーション能力認定委員会

              	コミュニケーション検定
	ケア・コミュニケーション検定
	営業力強化検定®
	実践日本語コミュニケーション検定（PJC）


            

            
              著作権検定委員会

              	ビジネス著作権検定®
	教育著作権検定


            

            
              コンプライアンス検定委員会

              	ビジネスコンプライアンス®検定
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          	Microsoft、Windows、Access、Excel、Visual Basic、PowerPointは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
	Windowsの正式名称は、Microsoft Windows Operating Systemです。
	Adobe、Adobe Photoshop、Adobe Illustrator、Flashは、Adobe System Incorporated(アドビシステムズ社)およびその子会社の各国での登録商標もしくは商標です。
	その他、記載されている会社名、製品名は各社の登録商品です。
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